




















































以下，この補遺で NCCM第 7章を NCCM~ 7 と略記し，その各項目を単に~ 7. - (例s
7.2.IF2.3) のように略記する。関連部分 ~0 .4 .3等も同様である。前編の関係箇所は r前編
2.2.2 (p. 86)Jまたは単に r(p.86)J等の形で示す。
2.コーディング・マニュアルの性格
2. 1.準拠目録規則と NCCM~7との関係
NACSIS-CAT (洋雑誌)の準拠目録規則“は AACR2である。 r目録情報の基準Jは r[雑誌
書誌レコードの]データの記述にあたって適用する目録規則は，原則として・・洋資料について


















































なお. ~7.2.2 と~7 .2.4だけは個別の条項ごとに AACR2への準拠が明確になっており，他




















いう規定(~7.0.IA J( 1)から AACR2 21.2Aを参照)なども同様である"。
2. 3.他の解釈適用とコーデイング・マニュ7Jレとの関係
一部の条項は rLCRI に準拠」となっている (~7.0.IAI. ~7.0.3A. ~7.2 .4F3.5) 。しか





(p. 59)・「従う J (p. 88)・「採否J (p. 122)等の言い方があり，紛らわしい。
2. 4.対応関係の表現と rNACSIS独自規定」の表示


















を表示したものがある(例えば ~7 目 2.1F2.3) 。
① NACSIS独自規定である旨を条項本文の中で叙述的または暗示的に述べ，⑥のような定型






引用されている (~7.2.1F1. 2 と ~7.2.1F4.5) 。







もあったりなかったりで.NCCM ~ 7を見ただけでは AACR2との関係を正確に知ることので
きない条項が少なくない。























12.182. When the title appears in ful and in the form of an acronym or initialism 
in the chief source of information， choose the ful form as the title proper unless the 
acronym or initialism is the only form of title presented in other locations in the 
serial 
Linguistics and language behavior abstracts 
(Title appears偶 fullform andωLLBA開 thechief source. Full title 
暗'pea問問。therlocatiωlS) 
~7.2.1F1. 2ではこれを翻訳して引用している。訳は次の通りである。









































合J等について NCCM~7は別に l項を設け，この共通タイト jレは本タイトルに採用しな
いとしている (~7 .2.1F2 .4)。この条項は ~7.2.1F2.3との関係だけで置かれているわけ
ではないが. ~7.2 目 1F2.3への制約として働く内容になっている。
前編の同箇所で筆者も述べたように，この規定は解釈適用の範囲を越える性格を持ち，慎重
に考えるべきものである。ただし③の規定によって，筆者が前編同箇所で指摘した問題点は緩






























(PT) とともに記録するりと定めている。 *7.2.6F6.2に対応規程 (VT)がある。
この規程も多分に NACSlS 9Jti'1 q)はずだが rNACSIS独自規定」の表示はない。
S7.2.1F2.3とのバランス，循々の変遷処理との整合性，シリーズの概念との関係などの点
でもう少し整理が必要なように思うが. ，~)日的な解決の指針としては明快である。




















ているように読める。もしも NCCMの編集者の意図が「独立性の判断は 90.4.3が前提. 9 

















































ることになる。その微調整の余地は「意味内容 (meaning01 the title) J というあいまいな句が
ある程度担っている。これを狭く解釈するなら r~ of主題」が「ー on主題」に変わった場






~ 7.0.1Alに引用された AACR2Rの訳文と LCRIの訳文にある「ただレー・」以下では，ほと






前述 (2.2を参照)の通り，これまで NACSISは， AACR2 A.4Dを採用しないが，タイトル
を冊子体学総目の見出しとしてきた関係上，冠詞で始まるタイトルの2語目は大文字にすると
いう立場だった。今回， ~7.2. 1Iで rAACR2 Amen93の付録Aを採用J L. r英語の場合ー ・
冠詞の次の語は大文字では始めない」ことが明記された問。その背景として， AACR2付録















「ただし出版者がタイトル変更の意図を本体中で明示しているとき」の部分 (pp.92. 97， 
88-89) も，引き続き訳から除外されている。単にオンライン・システムニュースレターの訳
を訳語の手直しだけでそのまま転用した結果だろうか?
レイアウトの変更をタイトルの変更とみなさない (pp.89-92. 97-99)という rNACSIS独
自規定」は従来通り (~7.0.1AJ( 5)) 。これも含めて，オンライン・システムニユースレター
No. 37の基準は概ね継承され，一部NACSISのアレンジ部分が取り込まれている。
統一タイトルは引き続き使用できない (p.122， 144-~7.2.614) 。
団体名がタイトルに含まれるかどうかの判断基準(前編2.2.2) はAACR2R12 .IB3 = 
AACR2 12.1B2に従うことが明示された (~7.2.1FI.4)。
合刻誌(合冊誌) (pp. 178-182)についての定型注記も AACR2に従うこととして明示され
た (~7.2.7F3.17)。
従属タイトル，タイトル関連情報，責任表示，版などの概念についてやや踏み込んだ定義や
例示が試みられているが(従属タイトル: ~7.2.1F2=前述，タイト Jレ関連情報: ~7.2.1F4. 
責任表示:~7.2.1F5，版表示: ~ 7目2目2D.同Fl)，AACR2と異なる方向に定義が拡張され
るなど，その内容については今後さらに検討の余地のあるものもある。






















































ないという規定は~0.4，3. [TR] (並列タイトル)の項， ~ 7.0.IAJ(4)，同箇所の LCRI21.2c 
の訳， ~7.0.IA3 ， ~7.2.IF3.5 ，こ重複して規定があり， ~7.2.7F3.7に追加・変更の場合の注
記の規定がある。ところが略記形 完全形の交替は同じような性質・重要さの問題であるにも
かかわらず， AACR2 の引用以外に直接これに言及した規定がなく，関連規定~ 7.2.IFI.2， ~ 
7.2.IF4.5， ~7.2.6F5 (ついでながらここの例示は疑問)にも言及がない。なぜそうなのかは
よくわからない。
8) ただし一部は明らかに「この条項に従え」の意味(例えば ~7.2.3FI. I) 。また上記②で対応
条項がないとされている事項の下の条項でも， AACR2への参照が示されている場合がある













12) ただし~ 7.2.IFI.6の例示 rTheatlantic monthlYJはおそらく fTheAt1antic monthlYJのミ
スプリント。規則の変更箇所に絡むような紛らわしい例示は好ましくない。
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